
第
ナ
四
塗
　
　
締
　
究
　
　
似
緯
○
名
人
豪
欝
法
印
ゆ
鋳
究

似
絃
の
名
入
豪
信
法
印
の
研
究

（
中
）

第
駈
落
　
　
三
二
　
（
　
五
〇
入
）

　
　
　
三
歴
代
帝
王
震
影
に
關
す
る
研
究

　
　
　
　
イ
、
歴
代
帝
王
震
影
に
つ
い
て
湯
本
・
内
藤
雨

　
　
　
　
　
　
氏
の
研
究

　
さ
て
こ
の
震
影
蜜
蝋
に
つ
い
て
は
、
已
に
前
章
に
述
べ

し
如
く
、
從
來
殆
ん
ご
研
究
さ
れ
古
し
て
、
只
纏
か
に
湯

本
文
彦
氏
が
京
都
府
寺
志
稿
の
曼
殊
院
篇
に
於
て
其
糟
憲

の
存
在
を
説
明
さ
れ
し
ご
、
内
藤
文
學
博
士
が
「
日
本
の

宵
像
書
ご
鎌
倉
時
代
」
の
論
文
中
に
謬
れ
を
説
か
れ
し
も

の
こ
あ
る
の
み
Q
湯
本
氏
は
京
都
府
寺
玉
稿
調
査
の
際
曼

殊
院
に
於
て
．
こ
の
複
堕
罪
を
登
際
し
、
こ
れ
を
本
こ
し

て
調
査
を
…
進
め
ら
れ
た
る
を
以
て
、
第
一
に
其
療
本
の
所

在
が
明
瞭
こ
な
り
、
第
二
に
複
爲
本
の
由
來
も
考
へ
ら
れ

π
る
が
、
樹
こ
れ
に
は
甚
だ
物
足
ら
ぬ
黙
多
く
郎
ち

ロイノ、

粟
　
野

秀
　
穗

豪
信
に
就
き
て
の
考
謹
な
し

識
語
は
忠
實
に
複
本
よ
り
謄
窮
さ
れ
た
る
も
こ
れ
に
蘭
す

る
批
判
も
研
究
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
け
ヨ
む
む
む

｝、S
難
二
L
ε
あ
る
憲
嚢
一
忌
み
誤
り
て
判
暫

れ
た
る
如
き
黙

は
特
に
湯
本
氏
の
調
査
の
不
備
な
る
を
示
す
も
の
な
る
が

こ
の
寺
台
稿
は
寓
本
の
ま
、
に
し
て
傳
は
り
未
刊
行
の
も

の
な
れ
ば
、
こ
の
事
は
一
般
に
知
ら
れ
ざ
る
憾
あ
り
。

　
次
に
文
學
博
士
内
藤
虎
次
郎
氏
の
「
蘇
本
に
於
け
る
省

手
書
ご
鎌
倉
時
代
」
は
已
に
述
べ
し
如
く
、
こ
の
震
影
薄

墨
研
究
を
初
め
て
學
界
に
紹
介
さ
れ
し
貴
重
な
る
論
聖
な

る
が
、
惜
哉
博
士
の
研
究
さ
れ
し
帝
王
野
立
は
京
都
富
岡

家
に
所
藏
す
る
冷
泉
爲
恭
の
寓
本
に
し
て
、
其
奥
書
に
よ



る
に
伏
見
院
ま
で
を
崇
信
の
作
ご
な
し
、
其
次
後
伏
見
院

ご
後
醍
醐
院
ご
を
最
後
ご
代
に
し
て
、
こ
れ
を
豪
信
の
叢

き
π
る
も
の
こ
な
せ
る
を
以
て
、
後
二
様
・
花
園
二
院
は

如
何
に
な
う
し
や
、
甚
だ
明
瞭
な
ら
す
。
兎
に
角
博
士
は

こ
の
富
岡
家
本
を
以
て
研
究
さ
れ
た
る
を
以
て
、
右
の
結

果
を
生
じ
た
る
は
實
に
惜
し
む
べ
き
事
な
り
。
爾
博
士
は

「
今
上
職
戴
二
」
　
に
開
す
る
研
究
も
な
く
、
又
帝
王
銘
の
筆

者
に
つ
い
て
一
言
の
説
も
な
か
り
し
は
例
の
富
・
岡
家
本
の

不
備
な
る
に
よ
る
か
。
但
し
は
他
に
理
由
の
存
す
る
か
。

兎
に
角
遺
憾
の
黙
こ
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

　
さ
は
い
へ
傘
直
に
予
輩
を
し
て
い
は
し
む
れ
ば
、
國
丁

零
も
美
術
史
家
も
何
等
研
究
さ
れ
ざ
り
し
こ
の
脚
聖
な
る

糟
憲
を
醤
象
こ
し
て
研
究
さ
れ
、
こ
れ
を
以
て
轟
然
認
め

自
動
と
漸
せ
ら
れ
、
間
接
に
は
鎌
倉
時
代
の
交
化
の
一
面

を
力
強
く
表
現
、
さ
れ
た
る
博
士
の
學
識
は
實
に
予
等
後
輩

の
服
す
る
所
、
こ
ご
に
其
文
，
中
，

　
　

　
イ
駕
信
卿
の
筆
ε
い
は
る
、
十
撒
代
の
震
影
中
に
は
祀
先
代
々

　
（

　
　
　
第
十
幽
懇
　
　
　
研
　
究
　
　
．
繊
総
の
名
人
漿
信
法
印
の
研
究

　
の
人
の
書
き
し
も
の
蕊
憾
寛
…
を
含
む
な
る
べ
し
。

　
ロ
豪
信
に
つ
き
て
彼
の
最
も
著
し
き
仕
事
は
彼
の
組
先
以
來
蓬

（　
き
し
所
の
膚
像
叢
の
編
纂
を
せ
し
も
の
ε
思
は
る
、
三
種
の

　
臥
像
書
集
を
残
せ
し
事
な
り
。

ぜ
論
断
せ
ら
る
、
に
至
り
て
は
吾
人
の
最
も
敬
服
に
堪
へ

ざ
る
所
な
り
。

　
　
　
　
官
　
帝
王
写
影
曼
殊
院
本
の
研
究

、
さ
て
予
輩
は
こ
れ
よ
り
曼
殊
院
本
に
つ
き
て
述
ぶ
る
所

あ
ら
む
。
現
今
曼
殊
院
に
所
齢
す
る
歴
代
帝
王
震
影
は
↓

巻
に
し
て
二
十
一
帝
王
の
震
影
を
描
き
し
絡
儲
物
な
る
が

こ
れ
は
豪
信
の
書
き
し
原
本
に
あ
ら
す
し
て
近
代
の
複
爲

本
な
b
o
こ
れ
に
着
て
は
筐
の
墨
書
め
示
す
所
に
よ
蔭
て

そ
の
寓
本
さ
れ
し
歯
來
を
知
り
得
る
な
り
。
部
ち

中
古
二
十
一
帝
及
旙
關
大
臣
眞
影
三
巻
原
本
弓
田
乗
寺
曼
殊
院

所
傳
也
、
明
治
聖
帝
有
内
旨
而
進
献
之
永
成
果
庫
国
璽
宮
内
省

慕
賞
院
主
之
志
、
白
綾
黄
金
蹴
賜
名
立
同
声
工
森
寛
齋
製
岸
本

以
照
降
予
中
院
補
其
登
霞
成
才
筆
精
巧
不
識
分
毫
也
、
院
主
歴

　
　
　
　
　
鋸
圏
號
　
　
三
主
　
（
　
五
〇
九
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
多
人
豪
儒
法
印
の
研
究

　
世
其
珍
並
製

　
　
害
明
治
十
一
年
置
寅
春
四
月

　
　
宮
内
省
御
用
掛
村
山
松
根
澹
當
遙
事
終
局
之
日
誌
之

ご
あ
る
に
て
其
大
要
を
知
る
べ
し
。
し
か
し
こ
の
箆
書
の

筆
者
を
當
時
親
し
く
こ
の
事
に
關
輿
せ
し
宮
内
省
の
御
用

掛
な
れ
ば
、
こ
の
愚
書
の
有
す
る
内
容
は
、
史
料
こ
し
て

そ
の
憤
値
大
な
り
こ
い
ふ
べ
く
、
こ
れ
に
よ
り
て
予
輩
は

次
の
こ
ご
を
放
察
し
得
ら
る
、
な
り
。

　
　

　
一
帝
王
農
影
の
複
本
（
曼
殊
院
本
）
の
作
製
理
由
、
即
ち

　
（

　
　
明
治
天
皇
の
内
旨
に
基
き
、
こ
の
原
本
を
曼
殊
院
よ

　
　
り
改
め
て
献
納
し
た
る
を
以
て
、
宮
内
省
そ
の
志
を

　
　
嘉
し
て
複
本
を
作
製
し
て
曼
殊
院
に
下
書
さ
れ
た
る

　
　
な
う
。

　
　

　
二
複
本
の
作
製
さ
れ
し
年
代
一
明
治
十
一
年
四
月

　
N

　
三
複
本
作
製
に
磁
器
し
た
る
書
家
一
幕
末
よ
り
明
治

　
　
初
年
に
亙
り
て
四
條
涙
の
老
大
家
ご
し
て
、
京
都
に

　
　
聲
名
あ
b
し
森
寛
齋
な
り
。

　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
三
西
　
（
　
五
一
〇
）

　四
複
本
の
出
來
榮
え
ー
ー
筆
者
が
森
寛
齋
な
る
を
以
て

　
其
出
來
榮
え
の
見
事
な
る
は
勿
論
な
る
が
、
特
に
こ

　
の
絡
憲
は
宮
中
よ
り
の
命
に
て
複
本
作
製
せ
し
も
の

　
な
れ
ば
、
寛
齋
も
非
常
の
黒
雲
ご
し
て
一
線
一
筆
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ

　
忽
に
せ
ざ
り
し
作
品
な
る
べ
く
、
細
筆
精
巧
不
差
分

　
　
　
の

　
毫
也
、
ご
は
決
し
て
一
片
の
僻
令
に
あ
ら
す
。
こ
れ

　
に
よ
り
て
こ
の
複
本
は
絶
大
の
言
値
あ
る
を
知
る
べ

　
く
、
こ
0
瓢
に
於
い
て
普
通
の
流
布
本
ご
甚
だ
異
る

　
を
知
る
な
ぜ
。
さ
れ
ば
予
輩
は
本
論
の
研
究
に
當
）

　
喜
ん
で
こ
の
複
本
を
使
用
せ
し
所
以
な
り
。

　五
原
本
は
御
府
に
保
存
せ
ら
る
、
事
一
差
こ
れ
に
つ
い

（　
て
は
予
輩
は
こ
の
方
面
に
照
撮
し
て
そ
の
現
存
の
有

　
無
を
知
る
必
要
あ
り
し
も
、
未
だ
こ
れ
を
な
さ
す
。

　
思
ふ
に
御
府
に
は
維
師
草
紙
・
蒙
古
襲
來
絡
詞
等
明
・

　
治
天
皇
の
愛
玩
さ
れ
し
他
の
檜
憲
類
も
現
存
す
る
事

　
な
れ
ば
、
こ
の
震
影
絡
…
憲
の
如
き
必
ず
や
御
保
存
あ

　
ら
せ
ら
る
、
事
ご
察
す
。



以
上
に
よ
り
て
曼
殊
院
に
こ
の
華
麗
耳
翼
が
最
近
ま
で
所

藏
さ
れ
そ
れ
は
縛
じ
て
御
府
に
細
螺
さ
れ
て
、
目
下
曼
殊

院
に
存
す
る
も
の
は
見
事
な
る
複
本
な
る
事
を
知
り
得
た

る
な
り
Q

　
　
　
　
ハ
、
帝
王
筏
影
の
文
献
的
研
究

　
さ
て
帝
王
哀
影
の
原
本
の
所
在
を
明
瞭
に
し
た
る
1
2
…
は

更
に
…
進
ん
で
そ
の
糟
怒
の
内
容
に
逸
す
る
文
獣
的
討
究
を

な
す
べ
き
順
序
に
到
達
せ
り
。
こ
の
震
影
給
懇
は
中
古
二

十
　
帝
の
尊
影
を
似
世
風
に
描
寓
せ
る
も
の
に
て
、
即
ち

其
許
歴
代
の
順
序
は

　
鳥
名
院
　
　
崇
徳
院
　
　
後
白
河
院
　
　
昏
乱
院
　

今
上

慰
二
高
倉
院
後
髪
院
土
留
院
順
徳

　
院
　
　
後
高
倉
院
　
　
後
堀
河
院
一
1
四
三
三
　
　
後
嵯
峨
院

　
　
　
後
深
草
院
　
　
魑
山
院
ー
ー
後
宇
多
院
i
1
伏
見
院

　
後
伏
見
院
　
　
後
二
十
院
1
・
花
園
院
　
　
後
醍
醐
院

ご
あ
り
。
鳥
朋
院
よ
り
後
を
捜
せ
り
こ
い
ふ
も
、
近
衛
・

六
條
・
安
徳
・
仲
恭
の
四
帝
を
亡
き
、
そ
の
代
り
に
第
五
番

目
に
康
卍
安
の
晴
ハ
に
ム
ー
上
天
皇
な
る
後
光
…
腋
院
を
加
｝
へ
、
順

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
似
絡
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

徳
院
の
次
に
後
高
倉
院
を
加
へ
た
る
は
、
甚
だ
興
味
あ
る

こ
ご
な
り
○
其
奥
に
は
次
の
如
き
奥
書
あ
り
、

　
此
π
倒
（
巻
）
爲
信
卿
之
策
也

　
　
但
奥
二
代
豪
信
法
印
奉
書
之

　
　
　
，
謹
本
也
不
可
擬
闘
外
適
否

　
銘
行
ヂ
卿
築
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
奥
二
代
加
愚
筆
也

ご
。
此
奥
書
は
曼
殊
院
の
複
本
に
よ
る
も
頗
る
雄
麗
血
筆
立

の
筆
蹟
に
し
て
帝
王
褒
総
総
憲
に
相
癒
し
た
る
丈
筆
に
し

て
、
其
花
押
に
よ
り
て
放
察
し
て
青
鎗
屋
宮
奪
圓
親
王
な

る
こ
ご
を
知
れ
り
。

　
以
上
の
歴
代
旋
影
ご
其
奥
書
ご
を
一
々
よ
く
討
究
す
る

に
次
の
如
き
三
野
を
論
じ
得
る
な
り
。

　
　

　
一
製
作
者
は
爲
信
卿
に
し
て
奥
二
代
帥
ち
花
園
院
ご
後

　
（

　
　
醗
醐
院
の
二
身
は
豪
信
法
印
の
描
き
た
る
も
の
な
り
○

　
　
こ
の
奥
二
代
の
帝
王
に
つ
い
て
は
、
内
藤
博
士
の
研

　
　
究
さ
れ
た
る
富
岡
家
本
ご
甚
だ
相
違
す
る
黙
に
し
て

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
三
五
　
（
　
五
こ
）



挿霊
凪

第五

第
十
．
四
谷
　
　
研
　
究
　
　
似
総
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

試
み
に
こ
れ
を
比
較
せ
ん
に

賜
　
誌
罷
、
　
斥
　
　
〆
　
尤

｝
－
詣
轟
ウ
や
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
．
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
〆
　
〆
　
　
　
・
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
黙
り
　
　
　
N
▽
＼
紅
懸

爲

　
信筆

　
後

伏
鵜

　
見”

後
寛

二
齋

　
條

　
　
摸

　
　
蟷

　
影鋤

　
購

　
㈱

（
曼
殊
院
本
）

（
富
岡
家
本
）

第
四
號
　
　
三
六
　
（
　
五
「
二
）

　
　
花
園
院
　
　
　
後
伏
見
院

　
　
後
醍
醐
院
　
　
　
　
後
醍
醐
院

　
こ
な
る
。
こ
れ
は
甚
だ
し
き
相
違
な
る
が
、
曼
殊
院

　
本
の
正
確
な
る
は
前
述
の
如
く
な
れ
ば
、
こ
れ
を
採

用
し
て
富
岡
家
本
を
探
ら
す
。

又
、
博
士
の
説
か
る
、
如
く
爲
信
・
卿
父
子
に
て
多
く

　
の
二
二
叢
を
編
纂
し
て
此
の
給
巻
を
な
せ
し
ご
い
ふ

　
事
は
實
に
面
白
く
、
豪
信
は
父
の
な
せ
し
糟
巻
に
新

　
に
花
園
・
後
醍
醐
二
帝
を
加
へ
奉
れ
り
こ
い
ふ
べ
き

　
な
b
。
帥
ち
似
糟
亘
匠
父
子
の
合
作
絡
怒
な
り
。

二
歴
代
四
三
の
銘
の
筆
者
の
行
ヂ
卿
に
て
奥
の
二
代
は

　
識
語
の
筆
者
な
る
奪
圓
法
親
王
な
り
。
行
ヂ
卿
は
當

　
時
斯
道
の
家
な
る
世
尊
寺
家
に
生
れ
翻
転
行
房
は
後

　
醍
醐
天
皇
に
仕
へ
ま
つ
・
9
て
、
勤
王
の
志
深
く
隠
岐

　
ま
で
も
附
添
ひ
奉
り
し
が
、
弟
行
ヂ
は
北
朝
に
味
方

　
し
永
く
京
都
に
留
ま
り
て
家
業
を
傳
へ
た
る
が
、
其

　
門
人
ご
し
て
奪
圓
親
王
あ
り
。
さ
れ
ば
親
王
は
後
に



御
家
流
を
起
し
給
へ
る
が
、
始
め
は
行
房
及
び
行
ヂ

の
門
下
こ
し
て
世
尊
寺
流
を
學
び
給
ひ
し
に
て
、
こ

挿量
凡

第
／N

（藏院珠曼）院嚴光後の中「影辰王帝代歴」

　　　（爲摸齋寛森）

の
絡
巻
は
行
ヂ
・
奪
圓
師
弟
閥
に
て
早
立
を
書
き
し

事
・
明
白
な
り
。

　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
似
絡
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

　
帥
ち
知
る
鎌
倉
末
期
の
似
絡
の
名
人
爲
信
・
豪
信
父

　
子
合
作
の
島
影
給
憲
に
世
尊
寺
流
の
名
手
行
ヂ
・
奪

　
圓
師
弟
の
銘
を
以
て
せ
る
、
名
家
揃
ひ
の
合
憲
な
り

∋
今
上
難
二
ご
あ
・
は
何
を
意
味
す
る
か
。
・
れ
は
第

　
五
番
目
に
書
か
れ
た
る
給
に
て
、
其
姿
態
も
他
の
諸

　
帝
の
ご
著
し
く
異
り
て
描
か
れ
、
大
小
よ
り
い
ふ
も

　
猫
り
甚
だ
大
き
く
描
線
他
ご
手
法
を
異
に
せ
り
。
加

　
　
　
　
　
　
　

　
ふ
る
に
今
上
（
康
安
二
）
ざ
銘
記
さ
れ
た
る
が
、
こ
の

　
康
安
二
年
に
御
講
廿
五
の
今
上
は
北
朝
の
後
光
嚴
院

　
を
指
し
ま
つ
る
も
の
に
て
．
識
語
の
筆
者
曾
圓
親
王

　
が
正
李
十
一
年
に
麗
ぜ
ら
れ
て
後
六
年
に
留
る
を
以

　
て
、
親
王
が
識
語
を
書
f
て
此
給
忽
一
先
づ
完
成
し

　
た
る
を
康
安
二
年
に
至
h
何
等
か
の
事
情
に
よ
り
當

　
時
の
今
上
皇
帝
を
加
筆
し
奉
れ
る
も
の
こ
見
る
べ
く

　
こ
の
分
の
書
家
は
勿
論
豪
信
に
は
あ
ら
す
、
そ
の
誰

　
人
な
る
か
明
瞭
な
ら
す
。
又
銘
の
筆
者
も
不
明
な
り

　
こ
の
「
康
安
二
」
に
つ
い
て
思
ひ
穿
る
は
朝
岡
興
頑
の

　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
三
七
　
（
　
五
一
三
）



　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

右
叢
備
考
の
説
な
り
。
こ
れ
も
已
に
前
博
し
た
れ
共

ま
た
こ
、
に
掲
出
す
れ
ば
次
の
如
し
Q

披
閲
累
運
勢
霊
像
繊
二
巻
逃
道
面
接
欝

蕪
雑
關
像
㎝
旨
、
所
被
仰
、
今
度
轟
現
如
御
隠
（
中
略
）
自
狩
野

氏
所
曲
者
、
難
燃
書
、
紅
裏
、
原
本
一
、
穂
”
探
幽
墓
】
者
、
以
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

補
…
加
…
古
　
蝉
、
可
ド
厭
、
古
拙
方
之
ノ
巻
、
奥
書
康
安
二
年
叢

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
・
、
、
　
、
　
、
、
　
、
’
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、

ト
カ
筆
ト
カ
有
之
、
原
本
幾
者
勘
所
書
落
，
然
則
豪
信
ノ
書

ハ
ハ
ラ
ハ
釦
螂
酒
．
外
伽
伽
哲
ハ
凹
い
恥
ぞ

ご
あ
り
。
強
ち
狩
野
氏
に
傳
は
る
糠
…
關
影
に
康
安
二

年
書
ご
あ
り
て
そ
の
文
字
は
原
本
を
描
け
る
書
家
即

豪
信
の
筆
蹟
な
れ
ば
豪
信
は
其
頃
ま
で
存
命
せ
し
人

な
り
こ
い
ふ
意
な
り
。
康
安
二
年
の
文
字
は
前
記
天

皇
農
｛
影
に
見
ゆ
る
の
み
に
て
曼
殊
院
に
存
す
る
複
本

の
雛
閣
影
に
は
其
銘
記
な
し
。
恐
ら
く
傳
爲
の
聞
に

種
々
な
る
誤
．
り
の
傳
へ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

又
銘
丈
は
書
家
の
書
き
た
る
に
あ
ら
ざ
る
事
、
維
悠

の
識
語
に
よ
り
て
も
知
ら
る
べ
く
、
豪
信
を
康
安
二

　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
三
入
　
（
　
五
一
四
）

　
年
云
々
こ
い
ふ
は
殆
ん
ご
其
説
ご
一
て
こ
る
に
足
ら

　
す
Q

　四
製
作
の
年
次
を
放
察
す
る
に
、
初
め
爲
信
卿
に
よ
り

（　
て
鳥
獣
院
よ
り
後
伏
見
院
ま
で
の
黒
影
が
編
纂
さ
れ

　
こ
れ
に
封
重
て
世
譜
感
電
ヂ
卿
が
銘
を
加
筆
し
て
一

　
段
落
を
了
せ
り
。
後
、
法
印
豪
信
が
花
園
・
後
醍
醐
爾

　
院
を
寓
し
奉
り
、
尊
圓
親
王
が
こ
れ
に
銘
を
染
筆
し

　
識
語
を
書
き
添
へ
て
こ
、
に
総
…
巻
は
完
成
せ
り
。
而

　
し
て
其
年
次
に
つ
い
て
考
ふ
に
足
る
べ
き
史
料
に
乏

　
し
き
も
、
第
｝
に
豪
信
が
法
印
時
代
の
も
の
こ
考
へ

　
ら
る
。
そ
は
既
に
述
べ
し
如
く
豪
信
は
建
武
、
暦
癒
、

　
貞
和
に
亙
り
十
数
年
問
山
門
の
法
印
た
り
し
を
以
て

　
こ
の
頃
の
作
な
る
べ
く
、
第
二
に
は
識
語
の
筆
者
．
尊

　
圓
・
親
王
は
延
文
元
年
に
麗
去
さ
れ
た
る
を
以
て
其
製

　
作
は
こ
の
年
以
前
の
も
の
な
り
こ
す
べ
く
、
第
三
に

　
哀
影
の
亀
頭
を
延
元
四
年
に
崩
御
さ
れ
し
後
醍
醐
院

　
に
止
め
、
耀
關
影
も
延
元
元
年
に
退
職
出
家
せ
し
冬



駿
を
絡
り
消
し
。
大
霞
影
も
暦
癒
元
年
退
職
出
家
し

　
た
る
走
禽
を
以
て
止
め
た
る
等
に
徴
し
て
こ
の
製
作

　
年
次
は
愈
々
建
武
、
一
暦
雁
伸
の
頃
ご
断
常
～
す
べ
き
な
り

　
帥
ち
世
は
南
北
朝
の
政
事
に
入
ら
ん
ざ
す
る
頃
に
し

　
て
、
藝
術
吏
上
に
て
は
こ
れ
を
鎌
倉
末
期
に
所
麟
せ

　
し
む
る
も
の
な
り
。

　
以
上
大
膿
こ
の
窓
の
製
作
年
次
を
明
瞭
に
せ
る
が
、

　
最
後
に
彼
康
安
二
年
に
叉
々
後
光
嚴
院
を
加
筆
せ
る

　
事
に
よ
り
て
こ
の
歳
次
を
加
ふ
る
事
を
摩
る
べ
か
ら

　
す
。

ラ五
こ
の
震
影
絡
巻
は
持
明
院
統
を
中
心
ざ
し
て
叡
山
天

（　
台
系
統
の
人
々
の
手
に
さ
れ
る
事
を
知
ら
ざ
る
べ
か

　
ら
す
。
そ
は
已
に
述
べ
し
如
く
銘
の
筆
者
が
行
歩
こ

　
い
ひ
奪
圓
親
王
ご
い
ひ
何
れ
も
悉
く
持
明
院
系
の
人

　
人
に
し
て
、
最
後
に
康
安
二
ご
し
ふ
北
朝
の
年
號
を

　
記
し
、
後
光
軍
規
を
以
て
今
上
ご
銘
す
る
に
至
っ
て

　
は
、
愈
々
以
て
持
明
院
系
統
の
朝
廷
を
中
心
ビ
す
る

　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

事
理
阻
自
な
る
が
、
豪
信
は
後
伏
見
・
花
園
爾
院
の

恩
遇
を
添
う
し
、
特
に
花
園
院
は
命
じ
て
笈
影
を
寓

さ
し
め
、
そ
の
風
雅
集
な
る
や
寛
喜
に
際
し
て
似
絡

も
て
、
墾
列
の
歌
人
を
腐
さ
し
め
ら
れ
し
如
き
、
甚

だ
恩
寵
を
蒙
れ
る
が
、
彼
は
ま
た
尊
圓
親
王
と
も
頗

る
接
近
せ
し
も
の
、
如
く
、
し
か
も
親
王
は
天
台
座

主
を
四
回
も
勤
め
さ
せ
ら
れ
、
豪
信
ま
た
系
圖
に
あ

る
如
く
山
門
の
僧
官
な
り
。
さ
れ
ば
こ
の
震
影
の
作

製
を
持
明
院
系
を
中
心
ご
す
る
山
門
卓
子
の
入
々
に

よ
り
て
な
さ
れ
た
り
ご
い
ふ
も
安
當
の
言
な
る
べ
し
。

こ
、
に
於
て
吾
人
は
更
に
一
歩
を
…
進
め
て
花
園
華
々

政
の
頃
帥
ち
建
武
、
暦
仁
あ
た
り
に
奪
圓
親
王
の
手

に
よ
り
て
編
纂
さ
れ
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
鰍
Q
こ
は

甚
し
く
憶
測
を
逞
し
う
す
る
如
き
も
、
花
園
院
の
風

流
に
ま
し
ま
し
て
特
に
「
絡
事
御
堪
能
」
に
あ
ら
せ

ら
れ
、
逸
興
記
に
も
書
界
の
消
息
多
く
、
灌
華
王
院

長
藏
の
名
豊
も
御
手
許
に
あ
り
、
其
他
上
皇
を
環
る

　
　
　
　
第
四
號
　
　
三
九
（
五
一
五
）



　
　
第
，
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
鍛
維
の
名
入
豪
儒
法
印
の
研
究

　
周
回
の
人
々
は
多
く
文
人
墨
客
な
り
し
如
き
環
境
よ

　
り
孜
察
し
て
、
強
ち
上
記
の
假
定
は
穏
常
を
敏
く
も

　
の
ご
は
思
は
れ
す
。

　
　
セ六

震
影
等
晶
ご
懇
の
日
劉
殊
院
に
傳
へ
ら
れ
た
る
理
由
も
亦

（　
ご
、
に
あ
り
。
當
時
曼
殊
院
は
叡
山
、
に
あ
り
て
其
門

　
地
高
ぐ
宗
風
頗
る
昂
り
し
は
同
院
の
寺
史
の
示
す
ご

　
こ
ろ
、
さ
れ
ば
奪
圓
親
王
等
の
天
台
座
主
の
手
に
な

　
り
し
こ
の
高
貴
な
る
絵
…
怒
が
途
に
か
、
る
宗
門
上
名

　
舞
の
寺
院
に
襲
藏
さ
れ
し
は
、
當
然
の
事
ご
孜
へ
ら

　
れ
得
べ
く
、
況
ん
や
曼
殊
院
に
は
他
に
花
園
院
農
筆

　
ご
傳
へ
ら
る
、
東
北
院
職
入
絡
窓
の
存
す
る
あ
り
樹

　
こ
め
他
に
花
園
院
農
筆
と
敬
察
し
得
る
震
翰
数
通
を

　
存
す
る
あ
り
。

　
是
等
に
よ
り
て
縮
憲
が
こ
の
曼
殊
院
に
襲
藏
さ
れ
し

　
こ
ご
も
略
放
察
し
得
べ
き
塗
ウ
。
（
以
下
次
巻

轄
駕
闘
號
　
　
　
煕
○
　
　
（
五
＝
ハ
）


